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平成２１年３月東総地区広域市町村圏事務組合議会定例会議事日程 
 

平成２１年２月１９日（木）午後２時開会 
 

日程第 １ 開  会 

日程第 ２ 仮議席の指定 

日程第 ３ 議席の指定 

日程第 ４ 副議長の選挙 

日程第 ５ 管理者挨拶 

日程第 ６ 会期の決定 

日程第 ７ 会議録署名議員の指名 

日程第 ８ 議案（第１号－第７号）の上程、提案理由の説明、質疑、討論、採決 

      議案第１号  東総地区広域市町村圏事務組合職員の勤務時間等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第２号  平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合一般会計予算

について 

      議案第３号  平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合東総地区ふる

さと市町村圏事業特別会計予算について 

      議案第４号  平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合一般廃棄物処

理事業特別会計予算について 

      議案第５号  平成２０年度東総地区広域市町村圏事務組合一般廃棄物処

理事業特別会計補正予算（第１号）について 

      議案第６号  千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する

規約の制定に関する協議について 

      議案第７号  東総地区広域市町村圏事務組合監査委員の選任について 

日程第 ９ 一般質問 

日程第１０ 閉  会 
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出席議員（９名） 
 
１番 石毛 健治 君  ２番 根本 茂  君  ３番 笠原 幸子 君 
４番 向後 和夫 君  ５番 神子 功  君  ６番 林 正一郎 君   
７番 佐藤 悟  君  ８番 林 芙士夫 君  ９番 苅谷 進一 君 
 

 
欠席議員 
なし 

 
 
説明のため出席した者 
 

管 理 者 伊藤 忠良 君 
副管理者 江波戸辰夫 君 
副管理者 岡野 俊昭 君 
事務局長 青栁 秀明 君 
総務課長 大久保孝治 君 
室  長 越川 昌光 君 
副 主 幹 木内 忠男 君 

     主  査 川口 義夫 君 
 
事務局出席者 
     書  記 井上 新治 君 
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午後２時開会 

 
議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤悟君 

 

議長 石毛健治君 

 

林芙士夫君 

 

議長 石毛健治君 

 

苅谷進一君 

 

議長 石毛健治君 

 

向後和夫君 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これより、平成２１年３月東総地区広域市町村圏事務組合

議会定例会を開会いたします。 
 ただいまの出席議員は、９名でございます。 

 よって会議は、成立いたしました。 

 この際、諸般の報告をいたします。 

 去る平成２０年１２月５日に、匝瑳市選出の石田勝一君並

びに苅谷進一君より議員辞職願が提出されたため、地方自治

法第１２６条により同日をもって議長において許可いたし

ましたので、ご報告いたします。 

 日程第２、仮議席の指定でありますが、ここで、新しく当

事務組合議会議員になられた方々を、ご紹介いたします。 

匝瑳市選出の佐藤悟君。   

 

 よろしくお願いします。 

 

 同じく匝瑳市選出の林芙士夫君。 

 

 林です。よろしくお願いします。 

 

同じく匝瑳市選出の苅谷進一君。 

 

 よろしくお願いします。 

 
 旭市選出の向後和夫君。 

 

 よろしくお願いします。 

 
以上の方々であります。 

 ご紹介いたしました４名の議員の仮議席は、ただいまご着
席の議席を指定いたします。 

 日程第３、議席の指定を行います。 

 会議規則第４条第１項の規定により、新たな４名の議席を 

議長において指定いたします。 

 ただいまご着席の仮議席を、本議席と指定いたします。 

日程第４、副議長の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法は、投票、指名推選のいずれの方法にいたしま

すか。 

 
（「指名推選」の声あり） 
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議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

 

 

７番 佐藤悟君 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

管理者 伊藤忠良君 

よろしいですか。 

ただいま、指名推選との発言がありましたが、これにご異

議ありませんか。 

 
（「異議なし」の声多数あり） 
 
 ご異議なしと認めます。 
よって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 
 お諮りいたします。指名の方法については、議長指名とい

たしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声多数あり） 
 
 ご異議なしと認めます。 
 したがって、議長が指名することに決しました。 
東総地区広域市町村圏事務組合議会副議長に匝瑳市選出

の佐藤悟君を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議長が指名いたしました佐藤悟君を、東総地区 

広域市町村圏事務組合議会副議長の当選人と定めることに

ご異議ありませんか。 

 
（「異議なし」の声多数あり） 
 
 ご異議なしと認めます。 
 したがって、ただいま指名いたしました佐藤悟君が、東総

地区広域市町村圏事務組合議会副議長に当選されました。 

 ただいま、副議長に当選された佐藤悟君が、議場におられ

ます。 

 会議規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をいた

します。 

 佐藤悟君、副議長当選の挨拶をお願いいたします。 

  
 ありがとうございます。佐藤悟です。不慣れではございま

すけれども、一所懸命がんばりたいと思います。よろしくお

願いいたします。 
 
（多数の拍手あり） 
 
 ただいまの挨拶をもって、当選の承諾といたします。 

 日程第５、管理者挨拶。 

 管理者 伊藤忠良君。 

 

 本日は、公私ともたいへんお忙しいなか、組合議会定例会
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にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 また、ただいまの選挙により当選されました佐藤副議長に

は、まずもって祝意を表したいと思います。 

おめでとうございます。 

 本日の定例会におきましては、匝瑳市から新たに３名の方

が、また旭市からは新たに１名の方が、それぞれ当組合の議

員となられまして、ここにご参集をいただいております。議

員の皆様方には、広域行政の取り組むべき課題についてご理

解をいただき、東総地区の発展・振興にご尽力いただきます

ようお願い申し上げます。 

 さて日本経済は、世界の金融資本市場の危機を契機に世界

的な景気後退がみられる中で、外需面に加え国内需要も停滞

し景気の下降局面にあります。雇用情勢が急速に悪化してお

りますことに加え、企業の資金繰りも厳しい状況ではありま

すが、物価の動向をみますと、原油価格の急速な下落から消

費者物価は今後落ち着いていくものと推察されており、消費

者にとりましては唯一の救いではないかと思われます。 

 このような状況を打破すべく「安心実現のための緊急総合

政策」、「生活防衛のための緊急対策」が先ごろ政府により

発表されました。 

 これらが着実に実行されますとともに、「新経済成長戦略」

等により内需主導の持続的成長が可能となるよう、政府には

果断な対応をもって取り組んでいただけることを期待する

ものであります。 

 ここで、当組合に関する重要な案件についてご報告させて

いただきます。昨年１２月に総務省より発表されました「定

住自立圏構想推進要綱」により、従来の「広域行政圏施策」

の廃止が決定され、「広域行政圏計画策定要綱」及び「ふる

さと市町村圏推進要綱」も今年度末をもって廃止されること

となりました。 

 この「定住自立圏構想」においては、社会経済情勢の変化

や市町村合併の進展等により「広域行政圏施策」は当初の役

割を終えたものと位置づけられており、今後は「中心市と周

辺市町村が協定により役割を分担する「定住自立圏構想」の

実現に向けて、地方都市と周辺地域を含む圏域ごとに生活に

必要な機能を確保し人口の流出を食い止める方策を、各府省

連携して講ずる」と明記されております。 

 そこで、当組合におきましては構成３市と協議し、現状の

最大目標である「ごみ処理広域化事業」があることから、当

面の態勢は現状維持を図ることとし、将来については今後検

討していくことといたしました。いずれにいたしましても、

県内を始め全国に数ある広域行政圏組合と連携を図り、今後

の在り方について協議を重ねていきたいと考えております。 

 さて、当組合も皆様方のご理解とご協力によりまして、各
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議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

種事業を展開しておりますが、ここで、当組合の近況につい

てご報告させていただきます。 

 まず、「銚子連絡道路」について申し上げます。昨年は  

１０月に国土交通省、財務省及び地元選出国会議員へ要望活

動を実施いたしました。 
一般道路として事業が見直されて２年になりますが、現在

は横芝光インターチェンジから匝瑳市間５キロの用地買収

と飯岡バイパスから銚子市三崎町間５．２キロの用地買収が

進められています。今後も地域の活性化・地場産業の発展を

目指し、皆様方のご協力の下、一刻も早い全線開通へ向けた

要望活動を継続してまいりたいと考えますので、宜しくお願

いを申し上げます。 
 続きまして、職員共同研修の実績でございますが、新任職

員研修、管理監督者研修、政策法務研修等７課程を実施し、

延べ１８５名の参加となりました。 
 職員採用試験につきましては、昨年９月２１日に旭二中を

会場に実施いたしました。一般職上級等５団体１３職種の募

集に対しまして、応募総数２６９名、当日受験者数２３２名

の中から、採用予定者名簿登載者数４１名という結果でござ

いました。 
 報告事項の最後になりますが、ごみ処理広域化事業につい

てご報告いたします。現在は、新たな候補地の選定作業に向

け、建設可能区域図作成・比較検討業務を実施しております

が、調査結果が出来しだい早急に首長会にて結論を出し、し

かる後に議会へご報告をさせていただきたいと考えており

ます。今後も住民の方々に対しましては積極的な情報開示に

努めますとともに、皆様方のご理解を得られるよう事業の推

進を図りたいと存じます。 
 以上、事業の状況をご報告させていただきました。今後も

銚子市・匝瑳市・旭市と連携を深め共同処理業務を推進し、

東総地区の均衡ある発展・振興を目指してまいりたいと考え

ますので、皆様方の一層のご支援とご協力をお願い申し上げ

まして、あいさつといたします。 
 
 議案説明のため、管理者、副管理者、事務局長ほか説明員

の出席を求めました。 

 日程第６、会期の決定でありますが、本日限りといたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 
 
 ご異議なしと認めます。 
 よって、会期は本日限りと決しました。 
 日程第７、会議録署名議員の指名を行います。 
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議長 石毛健治君 

 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

 

 

管理者 伊藤忠良君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５番神子功君、６番林正一郎君の両名を指名いたします。 
 管理者より送付を受けております議案は、議案第１号から

議案第７号までの７議案であります。 

 配布漏れはありませんか。 

 
（「なし」の声あり） 
 
 配布漏れなしと認めます。 
 日程第８、議案第１号から議案第６号までの６議案を、一

括上程いたします。 

 職員により、議案の朗読をいたします。 

 
（書記大久保孝治君、議案朗読） 
 
 議案の朗読は終わりました。管理者より提案理由の説明を

求めます。 
 管理者 伊藤忠良君。 
 
 本日、ご審議いただく議案は７件でございます。 

 議案第１号、東総地区広域市町村圏事務組合職員の勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、 

「一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法

律」が昨年１２月２６日に公布され、本年４月より国家公務

員の一日の勤務時間が７時間４５分に改正されることとな

りました。これに伴い、地方公務員においても、国家公務員

の勤務時間を基本とする総務事務次官通知により、同様の改

正をするものでございます。 

議案第２号、平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合

一般会計予算についてであります。歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ５千９万４千円と定めるもので、平成２０年度と比較

し３１万３千円の減額となっております。減額の要因といた

しましては、隔年で実施しております議会視察がないこと。

また平成２０年度では、組合のホームページ開設に係る費用

があったこと等によるものであります。 

 議案第３号、平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合

東総地区ふるさと市町村圏事業特別会計予算についてであ

ります。歳入歳出予算の総額をそれぞれ１千４１７万７千円

と定めるもので、平成２０年度と比較し８８万５千円の減額

となっております。減額の理由といたしましては、ふるさと

振興費の増額により一般廃棄物処理事業特別会計への繰出

金が大幅な減となったことによるものであります。事業内容

としましては、中学生海外派遣研修事業、職員共同研修事業

等でございます。 

 議案第４号、平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合
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議長 石毛健治君 

 

 

 

事務局長 青栁秀明君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物処理事業特別会計予算についてであります。歳入

歳出予算の総額をそれぞれ４千３００万円と定めるもので、

平成２０年度と比較し４００万円の減額となっております。

減額の理由といたしましては、施設建設費における調査委託

料の減によるものであります。 

 平成２１年度では、新たな候補地選定の下、ごみ処理基本

構想・基本計画の見直し作業等、積極的な事業展開を実施し

て参りたいと考えております。 

 議案第５号、平成２０年度東総地区広域市町村圏事務組合

一般廃棄物処理事業特別会計補正予算第１号についてであ

ります。 

 既定の歳入歳出予算額４千７００万円に対し、１千２０３

万１千円を減額し補正後の歳入歳出予算総額をそれぞれ３

千４９６万９千円と定めるものであります。 

 減額の理由といたしましては、住民見学会、住民アンケー

ト調査の中止、並びに現在作業中であります施設建設可能地

域図作成・比較検討業務の入札差金等であります。 

 議案第６号、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合規約の一

部を改正する規約の制定に関する協議についてであります。 

当該組合の構成団体であります、浦安市・市川市病院組合

及び香取市東庄町清掃組合が来る平成２１年３月３１日を

もって脱退することに伴い、構成団体数の減少及び規約の一

部改正について協議を求められたものであります。 

議案第７号につきましては、のちほど提案理由を述べさせ

ていただきますので、ご了承いただきますようお願い申し上

げます。 

 
 提案理由の説明は終わりました。続いて、議案の補足説明

を求めます。 

事務局長。 
 
 議案第１号から第６号まで一括して補足説明をさせてい

ただきます。 

 まず、議案第１号「東総地区広域市町村圏事務組合職員の

勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」、東総地区広域市町村圏事務組合職員の勤務時間等に

関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

平成２１年２月１９日提出、東総地区広域市町村圏事務組合

管理者 伊藤忠良。 
 平成２０年１２月２６日に、「一般職の職員の給与に関す

る法律等の一部を改正する法律」が公布され、一般職である

国家公務員の勤務時間が、平成２１年４月より民間企業の所

定労働時間との均衡を図る観点から１日７時間４５分、週 
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３８時間４５分に改定されることになりました。 
ついては、地方公務員においても、総務事務次官通知によ

り、国家公務員の勤務時間の改定を基本とすることとされた

ことから、当組合においても所要の条例改正を行おうとする

ものでございます。 
 改正内容は、国家公務員と同様、職員の勤務時間を１日 

８時間から７時間４５分に改め、併せて１週間の勤務時間数

を４０時間から３８時間４５分に改めようとするもので、施

行日は国家公務員と同様、平成２１年４月１日でございま

す。 
 なお、実施に当たっては、公務能率の一層の向上に努める

とともに、行政コストの増大や行政サービスの低下を招かぬ

ことを基本として参ります。 
続きまして、議案第２号「平成２１年度東総地区広域市町

村圏事務組合一般会計予算について」、議案第３号「平成  

２１年度東総地区広域市町村圏事務組合東総地区ふるさと

市町村圏事業特別会計予算について」及び議案第４号「平成

２１年度東総地区広域市町村圏事務組合一般廃棄物処理事

業特別会計予算について」、ご説明いたします。 

 平成２１年度３会計予算の総額は１億７２７万１千円で、

対前年度比で４．６パーセント、５１９万８千円の減となっ

ています。 
 これは、主に一般廃棄物処理事業特別会計において、広域

ごみ処理施設建設に伴う業務委託料が、これは４８５万８千

円ですけれども、減少したことによるものでございます。 
３ページをご覧ください。 
 まず一般会計歳入歳出予算でございます。 
 一般会計予算は、組合議会費、施設整備室職員を除く職員

の人件費、管理費、事務費、企画費並びに監査委員費を計上

してございます。 
 平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合一般会計予

算、平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合の一般会計

予算は、次に定めるところによる。 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５千 

９万４千円と定める。 
 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの

金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３５

条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１００万円と定める。平成２１年２月１９日提出、東総地区

広域市町村圏事務組合管理者 伊藤忠良。 
 １１ページをご覧ください。 
 歳入でございますが、１款１項１目 総務費負担金は、構

成市からの負担金４千８３３万７千円で、２款 繰越金が減
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となっているため、前年度と比較して、１千１２９万１千円

の増となっています。 
 構成市の負担割合は、前年度と同様均等割３０パーセン

ト、人口割７０パーセントで、市別の内訳は、記載のとおり

でございます。 
 ２款１項１目 繰越金は、前年度からの繰越金１７３万 

５千円で、前年度と比較して、１千１６０万４千円の減とな

っています。前年度は、人件費の不用額や後期基本計画の策

定見送り等により繰越額が１千３３３万９千円と多かった

ものの、本年度は平年ベースに戻ったため減となり、その分、

構成市負担金が増となっています。 
 ３款１項１目 雑入は、本年度２万２千円、これは職員採

用試験における一部事務組合からの負担金収入でございま

す。 
 以上、歳入合計は、５千９万４千円で、前年度と比較して

３１万３千円の減でございます。 
 １２ページをご覧ください。 
 歳出でございますが、主要な事項をご説明いたします。 
１款 議会費は、２１万９千円で、組合議員に対する報酬、

交際費等でございます。前年度と比較して、１２万７千円の

減となっていますが、これは、隔年で実施しています議員視

察研修の予定が無いためでございます。 
 ２款 総務費は、４千８８７万５千円で、前年度と比較し

て、１８万６千円の減となりました。 
 内訳といたしましては、１目 一般管理費４千７８５万 

６千円で、１節 報酬が６万円、２節 給料が２千１３１万

６千円で職員５人分の給料、３節 職員手当等が１千   

１９１万３千円、４節 共済費９１７万２千円が市町村職員

共済組合負担金等でございます。 
 １３ページをご覧ください。 
 １１節 需用費は、１８７万４千円で、消耗品費、光熱水

費、修繕料等でございます。 
 １３節 委託料は、１１８万３千円で、庁舎警備委託料の

ほか、昨年１０月に開設しました組合ホームページの維持管

理、保守・更新等に係る委託経費２８万４千円が含まれてい

ます。広域ごみ処理の推進等関連事業につきまして、今後と

も、ホームページによる情報提供を通じ、住民理解の促進、

業務の透明性確保に努めて参りたいと考えております。 
 １４節 使用料及び賃借料は、６６万９千円で、複写機借

上料等でございます。 
 １４ページをご覧ください。 
１９節 負担金、補助及び交付金は、７５万８千円で、千

葉県市町村総合事務組合に対する職員採用試験経費負担金

等でございます。 
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２目 企画費は、９７万６千円で、主な支出は、１１節 需

用費９６万７千円で、組合広報誌の印刷製本費等でございま

す。 
 ２項１目 監査委員費は、４万３千円で、報酬等でござい

ます。 
 ３款１項１目 予備費は、昨年度と同様、１００万円でご

ざいます。 
 以上、歳出合計は、５千９万４千円で、前年度と比較して、

３１万３千円の減でございます。 
 ２５ページをご覧ください。 
ふるさと市町村圏事業特別会計は、ふるさと市町村圏基金

の預金利子等を財源としまして、職員共同研修、中学生海外

派遣研修、銚子連絡道路の整備促進に向けた働きかけ等の経

費を計上しております。 
 平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合東総地区ふ

るさと市町村圏事業特別会計予算、平成２１年度東総地区広

域市町村圏事務組合の東総地区ふるさと市町村圏事業特別

会計予算は、次に定めるところによる。 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１千 

４１７万７千円と定める。 
 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの

金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。平成２１年２月

１９日提出、東総地区広域市町村圏事務組合管理者 伊藤忠

良。 
 ３３ページをご覧ください。 
 歳入でございますが、１款１項１目 利子及び配当金は、

基金利子１千１７８万円で、その内訳は、５年国債運用分と

して６５０万円、１０年国債運用分として５２０万円、大口

定期２口２千万円分の預金利子として８万円をそれぞれ見

込んだことによるものでございます。 
 ２款１項１目 繰越金は、７９万７千円で、前年度と比較

して、９６万５千円の減でございます。 
 ３款１項１目 雑入は、中学生海外派遣研修における参加

者負担金で、１６０万円でございます。参加者一人当たりの

負担額は、前年度と同額の５万円でございます。受益者負担

の原則から前年度と同額をご負担いただくこととしました。 
 以上、歳入合計は、１千４１７万７千円で、前年度と比較

して、８８万５千円の減でございます。 
 ３４ページをご覧ください。 
 歳出でございますが、主な事項をご説明いたします。 
 １款 総務費は、１千３９７万７千円で、前年度と比較し

て、８８万５千円の減となりました。 
 １目 一般管理費２０９万２千円の主な内訳は、２８節 

繰出金が１９３万７千円で、これは、一般廃棄物処理事業特
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別会計への繰出金でございます。一般廃棄物処理事業に伴う

構成各市の負担を軽減するため、一般廃棄物処理事業特別会

計創設当初から実施しているものでございます。 
 ２目 ふるさと振興費１千１８８万５千円の主な内訳は、

８節 報償費が５３万１千円で、中学生海外派遣研修に係る

現地中学校訪問時の記念品代並びに職員共同研修における

講師謝金でございます。当該謝金は、千葉県自治研修セン 

ター等を通じてご紹介いただいた講師本人へ直接支払うも

のでございます。 
９節 旅費は、８０９万６千円で、中学生海外派遣研修に

係る特別旅費及び職員共同研修での講師旅費等でございま

す。中学生海外派遣研修における渡航旅費は、原油の高騰が

落ち着いてきたものの、物価上昇の旅行代金への転嫁等を考

慮し、一人当たり４万円増の２０万円を見込みました。 
 １３節 委託料は、１５６万７千円で、研修科目に合った

講師の派遣を民間業者に委託するための経費でございます。 
 講師の派遣につきましては、接遇、クレーム対応、コーチ

ング研修等対人関係に関する科目は、民間業者へ業務委託

し、法制度等公務員として執務上必要な科目は、千葉県自治

研修センター等からご紹介いただいております。 
１９節 負担金、補助及び交付金は、１０１万８千円で、

銚子連絡道路に係る「山武・東総地域広域幹線道路網整備促

進期成同盟会」に対する負担金でございます。平成２０年度

は、同盟会の繰越金活用により負担金額が少なかったもの

の、平成２１年度は、期成同盟会の予算が平年ベースの財源

構成に戻りますことから、４２万６千円の増となっておりま

す。 
３５ページをご覧ください。 
 ２款１項１目 予備費は昨年度と同様、２０万円でござい

ます。 
 以上、歳出合計は、１千４１７万７千円で、前年度と比較

して、８８万５千円の減でございます。 
 最後に一般廃棄物処理事業特別会計でございますが、３９

ページをご覧ください。 
 平成２１年度東総地区広域市町村圏事務組合一般廃棄物

処理事業特別会計予算、平成２１年度東総地区広域市町村圏

事務組合の一般廃棄物処理事業特別会計予算は、次に定める

ところによる。 
 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４千     

３００万円と定める。 
 第２項 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの

金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 
 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入れの最高額は、１００万円と定める。平成
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２１年２月１９日提出、東総地区広域市町村圏事務組合管理

者 伊藤忠良。 
 ４７ページをご覧ください。 
 歳入でございますが、１款１項１目 衛生費負担金は、 

４千４８万３千円で、前年度と比較して、６１万２千円の減

でございます。 
 構成市の負担割合は、前年度と同様、均等割２０パーセン

ト、人口割４０パーセント、処理量割４０パーセントで、市

別の内訳は、記載のとおりでございます。 
 ２款１項１目 繰入金は、１９３万７千円で、先ほどご説

明したふるさと市町村圏事業特別会計からの繰入金でござ

います。前年度と比較して、３５３万３千円の減となってお

りますが、これは、中学生海外派遣研修の旅費や職員共同研

修の委託料等のふるさと振興費が増となり、その分、余剰金

であります一般廃棄物処理事業特別会計への繰出しが減っ

たためでございます。 
 ３款１項１目 繰越金は、５７万９千円で、平成２０年度

予備費予算を執行しないものと見込み、その全額を計上いた

しました。 
 ４款１項１目 雑入は、１千円でございます。 
 以上、歳入合計は、４千３００万円で、前年度と比較して、     

４００万円の減でございます。 
 ４８ページをご覧ください。 
 歳出でございますが、主な事項をご説明いたします。 
 １款１項１目 清掃総務費は、３千９２万８千円で、施設

整備室職員３人分の職員人件費、旅費及び事務経費で、前年

度と比較して、６０万円の増でございます。 
 ４９ページをご覧ください。 
 ２目 施設建設費は、平成２１年度に予定しております広

域ごみ処理の推進に係る各種事業について、予算計上したも

のでございます。 
 予定している事業としては、現在、鋭意作業を行っており

ます広域ごみ処理施設の用地選定が進展するものとして、地

元住民の方々との意見交換会や施設見学会の開催、学識者等

から成る「機種選定委員会」を設置した上での焼却処理方法

の検討、現在あります「一般廃棄物ごみ処理基本構想・基本

計画」の見直し、環境省に対する「循環型社会形成推進交付

金」申請手続き等でございます。 
予算額１千８８万円で、前年度と比較して、５２１万３千

円の減でございます。減少した主な理由といたしましては、

前年度において「広域ごみ処理住民アンケート調査業務」、

「ごみ処理施設建設可能地域図作成・比較検討業務」として

委託料１千２６５万円を予算計上しておりましたが、平成２

１年度は、「一般廃棄物ごみ処理基本構想・基本計画」の見
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直し等の業務を委託料として見込み、これらの予算計上額が

７７９万２千円と、前年度と比較して、４８５万８千円減少

したことによるものでございます。 
１節 報酬は、３６万円で、機種選定委員会の委員に報酬

を支給するため、予算計上したものでございます。報酬額は、

１回の委員会出席につき６千円で、委員１０人に対し、６回

分の報酬でございます。 
８節 報償費は、４万８千円で、環境衛生施設に対する住

民理解を深めてもらうことを目的に候補地周辺の方々を対

象として施設見学会を行う際の視察先への手土産代等でご

ざいます。 
９節 旅費は、１６万４千円で、施設見学会及び機種選定

委員会の委員視察等に要する旅費でございます。 
１１節 需用費は、８６万２千円で、そのうち、食糧費  

５１万４千円は、施設見学会・地元住民との意見交換会等に

おける飲み物代等でございます。 
 １２節 役務費は、８万９千円で、そのうち、保険料６万

５千円は、施設見学会の実施に際し、参加者に傷害保険に加

入していただく必要があることから、延べ４３０人分の保険

料を計上しました。 
１３節 委託料は、７７９万２千円で、先ほど申し上げま

したように、一般廃棄物ごみ処理基本構想・基本計画の見直

し業務や循環型社会形成推進交付金申請手続きに伴う地域

計画の見直し業務の委託料のほか、住民との意見交換会等支

援業務の委託料でございます。  
ごみ処理基本構想・基本計画及び地域計画につきまして

は、施設建設の遅延により計画期間やごみ排出量の予測値、

減量化の目標値等を見直す必要が生じたため、当該計画の見

直しを業者に委託しようとするものでございます。 
また、意見交換会等支援業務は、地元住民との意見交換会

の席で施設建設に関し問題点等が発生した場合、専門的・技

術的見地から助言をいただくため、業者に運営等の業務支援

をお願いしようとするものでございます。 
１４節 使用料及び賃借料は、１５６万５千円で、施設見

学会を実施する際の１０台分のバス借上料及び機種選定委

員会の委員視察を実施する際の３台分のバス借上料並びに

これらの有料道路代でございます。また、会場借上料１０万

円は、意見交換会時の会場借上料でございます。 
 ２款１項１目 予備費は、１１９万２千円でございます。 
 以上、歳出合計は、４千３００万円で、委託料の減等によ

りまして、前年度と比較して、４００万円の減でございます。 
次に、議案第５号「平成２０年度東総地区広域市町村圏事

務組合一般廃棄物処理事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて」、ご説明いたします。 
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 ３ページをご覧ください。 

 平成２０年度東総地区広域市町村圏事務組合一般廃棄物

処理事業特別会計補正予算（第１号）、平成２０年度東総地

区広域市町村圏事務組合の一般廃棄物処理事業特別会計の

補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１千

２０３万１千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ３千４９６万９千円とする。 
第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該  

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第

１表 歳入歳出予算補正」による。平成２１年２月１９日提

出、東総地区広域市町村圏事務組合管理者 伊藤忠良。 
平成２０年度一般廃棄物処理事業特別会計につきまして

は、ごみ処理施設建設候補地の絞込みを最優先させることか

ら、当初予算で見込んでいた事業を見送り、あるいは見直す

ことといたしました。 
このため、職員の人件費等増額を要するものが一部ござい

ますが、全体として所要経費に不用額が見込まれるため、減

額補正予算案を上程するものでございます。 
当初予算で見込んだものの、執行を見送ることとした事業

は、「広域ごみ処理住民アンケート調査業務」、また、予定し

ていた「ごみ処理施設建設可能地域図作成・比較検討業務」

につきましては、立地基準等に照らしての建設可能地域図の

作成や複数候補地の比較検討のほか、最終処分場の掘り起こ

しによる再生事業や中間処理施設を複数設置した場合のメ

リット・デメリット等を併せて検討するなど、事業内容の見

直しを行いました。 
なお、用地選定の早期進展を考慮し、圏域内の住民の方々

を対象に実施を予定していた施設見学会は、参加対象を候補

地周辺住民に限定するとともに、当該住民との意見交換会開

催時の業者による業務支援を平成２１年度と同様、補正予算

として計上いたしました。 
 ４ページをご覧ください。 
 歳入では、１款 分担金及び負担金及び３款 繰越金、歳

出では、１款 衛生費をそれぞれ１千２０３万１千円、減額

補正を行おうとするもので、補正後の予算額は、３千   

４９６万９千円でございます。 
 ８ページをご覧ください。 
 歳入でございますが、１款１項１目 衛生費負担金は、補

正前の額４千１０９万５千円、１千２１９万３千円の減額補

正で、補正後の予算額は、２千８９０万２千円でございます。

これは、構成市からの負担金で、一般廃棄物処理施設建設費

の負担割合は、均等割２０パーセント、人口割４０パーセン

ト、処理量割４０パーセントでございます。 
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 これにより、構成市負担金も記載のとおり減額となり、補

正後の構成市負担金は、銚子市１千２１４万７千円、旭市 

１千２９万４千円、匝瑳市６４６万１千円でございます。 
 ３款１項１目 繰越金は、１６万２千円の増額補正で、補

正後の予算額は、５９万６千円でございます。 
 以上、歳入合計は、補正前の額４千７００万円、１千   

２０３万１千円の減額補正で、補正後の予算額は、３千  

４９６万９千円でございます。 
 ９ページをご覧ください。 
 歳出でございますが、１款 衛生費は、補正前の額４千 

６４２万１千円、１千２０３万１千円の減額補正で、補正後

の予算額は、３千４３９万円でございます。 
 １項１目 清掃総務費のうち人件費は、施設整備室在職職

員３人分の決算を見込み、２節 給料、３節 職員手当等及

び４節 共済費の合計で、１９万６千円の増額補正でござい

ます。 
２目 施設建設費は、補正前の額１千６０９万３千円、 

１千２１７万９千円の減額補正で、補正後の予算額は、  

３９１万４千円でございます。 
１１節 需用費は、１２６万１千円の減額補正で、補正後

の予算額は、４５万８千円でございます。需用費のうち印刷

製本費は、当初、住民アンケート調査結果の印刷費、新聞折

り込み経費を見込みましたが、事業の見送りにより、   

１１１万７千円の減額補正をしようとするもので、補正後の

予算額は、２０万円でございます。 
１２節 役務費は、８５万９千円の減額補正で、補正後の

予算額は、６万８千円でございます。住民アンケート調査の

業務見送りにより、通信運搬費８４万１千円を減額補正いた

しました。 
１３節 委託料は、９６７万６千円の減額補正で、補正後

の予算額は、２９７万４千円でございます。 
補正の内訳といたしましては、住民アンケート調査の業務

見送りで５１５万円の減額、「ごみ処理施設建設可能地域図

作成・比較検討業務」の見直し・入札差金等で５０２万６千

円の減額、用地選定の早期進展を考慮し、意見交換会等支援

業務を予算化することで５０万円の増額、以上合計で   

９６７万６千円の減額補正となります。 
 １０ページをご覧ください。 
１４節 使用料及び賃借料は、３６万７千円の減額補正

で、補正後の予算額は、３６万７千円でございます。当初予

算で、施設見学会に係る延べ６台分のバス借上料並びに有料

道路代等を見込みましたが、参加対象を限定したことによ

り、バス借上料等に不用額が生じることから減額補正いたし

ます。 
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 以上、歳出合計は、補正前の額４千７００万円、１千   

２０３万１千円の減額補正により、補正後の予算額は、３千  

４９６万９千円でございます。 
続きまして、議案第６号、「千葉県市町村総合事務組合を

組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事

務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議につ

いて」、ご説明いたします。 

千葉県市町村総合事務組合は、地方自治法に基づき設立さ

れた一部事務組合で、県下５６市町村と４３一部事務組合及

び１広域連合を構成団体とし、常勤職員に対する退職手当の

支給等、当該組織団体に係る１５の業務を共同処理しており

ます。 
東総地区広域市町村圏事務組合も構成団体となっており、

常勤職員に対する退職手当の支給のほか、非常勤職員の公務

災害補償、公平委員会に関する事務の共同処理をお願いして

おります。 
今回の協議は、千葉県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体のうち、浦安市・市川市病院組合が平成２１年３月

３１日に解散し、また、香取市東庄町清掃組合が同日に解散

し、同年４月１日に香取広域市町村圏事務組合に統合される

ことにより、千葉県市町村総合事務組合の組織団体の数が減

少すること、これらに伴い、組合規約中、組合を組織する地

方公共団体に関する規定及び共同処理する事務に係る共同

処理する団体に関する規定について改正を要するため、構成

団体である当組合にも協議があったものです。 
改正後の規約の施行期日は、平成２１年４月１日でござい

ます。 
本文の朗読は省略させていただきます。 
以上、宜しくご審議をお願いいたします。 

 
補足説明は終わりました。 
 これより、議案第１号から議案第６号までの一括質疑に入

ります。 

 質疑はありませんか。 

 ３番 笠原幸子君。 
 
順に質問させていただきます。 
今年度の補正予算から先に質問させてもらいます。議案第

５号の補正予算で、アンケートを中止したということですけ

れども、一般質問でも質問しようと考えておったんですけれ

ども、当初はこのアンケート調査、新聞折り込みでアンケー

ト調査するおつもりだったのかということと、なぜ中止にな

ったのかということを簡単に伺います。 
１０ページの視察のバスの借上げの減額になっています
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けれども、龍ヶ崎でしたっけ、２０年度、視察したと思うん

ですけれど、参加者は何名で、バス何台で行ったのか、確認

したいと思います。 
それと、平成２１年度の一般会計の予算について、若干伺

います。一般会計の方から伺います。１３ページのホーム 

ページの保守・更新ということですけれども、昨年、平成  

２０年からホームページ立ち上げましたけれども、住民の利

用率というか、どのくらいの利用があるのか、わかりました

ら聞きたいんですけれども。それとブログなどいろいろな形

でご意見等々みて、意見が来るとか、手紙で来るとか、直接

ご意見があったりしているかどうか、ホームページを立ち上

げて、住民からの反響ですか、そういう問題があるのかどう

か、細かく教えていただきたいと思います。 
それと３３ページのふるさと市町村圏事業特別会計のと

ころで、基金の残高があると思うんですけれども、基金の残

高がいくらかということと、中学生の海外派遣ですけれど

も、何人参加しているのか。この円高でですね、旅費なども

安くなっているんではないかなと思うんですけれども、その

安くなった分を子どもたちへの参加費の補填にならないの

かどうか等々伺いたいと思います。 
 
（何ごとか申す者あり） 
 
分けますか。 
じゃ、とりあえずそこでお願いします。じゃ、ふるさとま

で行きましょう。 
３５ページのですね、連絡道路の同盟会って言うんです

か、ありますけれどもそこへのね、４５万増額したというこ

とですけれども、その主な理由ですね、そこまでを伺います。 
 
管理者 伊藤忠良君。 
 
それでは、私の方からは、アンケートを中止した原因をお

答えいたしたいと思います。一つには、３市のごみの処理施

設はかなり老朽化をしておりまして、できるだけこれを急が

なければならないということがまず一つ。もう一つでござい

ますけれども、ちょうど６か所新たにいわゆる焼却場の建設

予定地を各市から出していただいて、それを市民の皆さん方

にご連絡を申し上げたんですけれども、それに対して、広域

ごみに関する質問とか、あるいはこれに対する問題は全く提

起をされませんでした。ですから、広域でごみを処理をする

ということに関しましては、市民の皆さん方は既に十分ご理

解をいただいているんではないのかなとそのように捉えさ

せていただいて、新たに今度の調査の結果で、ごみの処理建
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事務局長 青栁秀明君 

 

 

 

 

 

設に絞り込んだ中で、その周囲の皆さん方にアンケートをお

願いしたい。周囲の皆さん方もいろいろなご意見を頂戴した

い、そのように考えております。 
それともう一つは、子どもたちの海外派遣の問題で、円高

で少し旅費が安くなるんじゃないか。であれば、子どもたち

の旅費へ還付ができないかというご意見でございますけれ

ども、これに関しましては、子どもたちから頂戴しているの

が、５万円ということでして、正直言ってかなり希望が多う

ございます。そういった中で、絞り込んでいくわけでござい

ますから、そのくらいの負担をしていただくというのは、私

は当然考えさせていただいてよろしいのでは、そのように考

えております。 
私の方からは、以上です。 
 
事務局長。 
 
それでは、ご質問にお答えいたします。 
まず、龍ヶ崎に行った施設見学の状況でございますけれど

も、出席者、事務局とか各市関係職員を含めまして、総員で

６７名、うち市民見学参加者が５１名でございます。内訳、

銚子市が２１名、旭市１６名、匝瑳市１４名ということで、

各市のバスをご利用させていただきました。計３台で行った

というような状況でございます。 
次にホームページに関するご質問でございますけれども、

ホームページにつきまして、沿革でありますとか、議会情報、

現在行っている事業の概要、各種会議の結果等を掲載してお

るような状況でございます。ホームページについてのいわゆ

るアクセス件数ということなんですけれども、平成２０年の

１０月から開設いたしまして、１月までという状況なんです

けれども、月平均で３７７名の方がアクセスされているとい

うような状況でございます。問い合わせということで、ホー

ムページ上の問い合わせということにつきましては、平成 

２０年１０月に問い合わせが１件あったもので、それ以外は

特にございません。 
 
（「事務局長、どこの何ページというように言ってもらわ

ないと」と言う者あり） 
 
ホームページの件につきましては、１３ページでございま

す、委託料のところの組合ホームページ保守・更新業務委託

料に関するご質問ということでございます。 
続きまして、ふるさと市町村圏基金の残高ということです

けれども、これは予算書の３３ページの歳入のところで利子

及び配当金ということで、基金利子ということで記載されて
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おりますので、原資がいくらかというご質問ですけれども、

これにつきましては、平成１９年度末の段階で９億２千  

１１９万４千円でございます。 
同じくふるさと市町村圏事業の３４ページのふるさと振

興費の９節 旅費のところで特別旅費ということで、８０６

万３千円上げてありますけれども、これについて、中学生の

海外派遣研修の関係の事業でございまして、平成２０年度の

実施状況ということで申し上げますと、７月２９日から８月

２日の４泊５日の日程で、圏域内の中学生３２名によりシン

ガポール並びにマレーシアを訪問させていただいた状況で

ございます。 
あともう一つ、同じく３４ページの１９節 負担金、補助

及び交付金のところで、期成同盟会の負担金が増となった理

由ということでございますけれども、議案の補足説明の中で

申し上げましたとおり、平成２０年度につきましては、同盟

会の繰越金が多かったということによりまして負担金額が

少なかったんですけれども、平成２１年度につきましては期

成同盟会の予算がですね、繰越金が平年ベースの財源構成に

戻ったということですので、４５万６千円の増ということ

で、通常ベースの財源負担となったというような状況でござ

います。 
以上でございます。 
 
笠原幸子君。 
 
引き続き、一般廃棄物処理事業特別会計の方で伺いますけ

れども、今年度はアンケートもしないと、地元の周辺の決ま

った地域の意見交換会をするとご説明でありました。この施

設も見学に行くと、１０台分ということで、どちらに視察を

行く予定があるのか。それと処理施設建設予定地の去年です

か、場所の選定についても地図も、その後配付もなかったん

ですよね。大体アバウトに、こういう６か所ということで調

査しますよということだったんですけれども、それは組合議

会の方には、どこを調査するということは報告しないんでし

ょうか。それとですね、候補地ですね、選定の絞り込みに当

たっては、これからどんなふうに進めていくのか。 
 
（何ごとか申す者あり） 
 
詳しくじゃなくて、いいですから。 
 
事務局長。 
 
まず最初のご質問の住民の方々に対する視察先はどこか
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議長 石毛健治君 

 

ということでございますけれども、まだ実際にどこの処理施

設に行くかということは、事務局の方では検討しておりませ

ん。流山とか柏市のごみ処理施設につきましては、わりと住

宅地の近くにありながら、住民の方々に健康被害がないとい

うこともありますので、住宅地に近いようなところで近場の

ところに行きたいと考えております。 
続きまして、用地選定の今後ということなんですけれど

も、現在ですね、用地の比較検討業務ということで、千葉県

廃棄物処理施設の立地及び維持管理に関する指導要綱ある

いは、関係法令の規制の有無等についてですね、調査してお

ります。候補地６地区について、総合評価ということを現在

行っております。報告書がまとまり次第、首長会の方で方針

を決定しまして、その後組合議会に対しまして、管理者の冒

頭のご挨拶でもあったようにご報告を予定しているところ

でございます。 
以上でございます。 
 
伊藤忠良君。 
 
地図が配付をされなかったということですけれども、議員

さん方にはその場所を案内してみてもらってあると思うん

ですけれども。そういった段階で、一つご勘弁をいただきた

いと思います。 
 
ほかに質疑はありませんか。 
９番 苅谷進一君。 
 
閉会中にですね、いろいろと建設候補調査予定地というこ

とで、６か所の調査を始めるということの場所確認と告知を

いただいたわけですが、その調査状況がいつ頃どのように出

てくるのか、参考のために教えていただきたいと思います。

また、その結果をもって先ほどの話ですと、首長会議で方針

を決めていくということでございましたが、その調査結果に

ついては、我々議員も後ほどご開示はいただけるんでしょう

か、その点を一点確認したいと思います。 
また、閉会中にもう一点、６か所の候補地につきまして、

調査予定地につきまして、各市の広報で開示をいただいたと

思うんですが、その開示をいただいたものに対してですね、

各市並びにこの当事務組合に問い合わせとか、そういう失礼

な話ですけれども、苦情、提言とかそういうものがなかった

んでしょうか。確認をさせていただきたいと思います。 
 
事務局長。 
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５番 神子功君 

まず、報告書がいつ頃取りまとまるかということなんです

けれども、この調査委託業務につきましては、３月２５日を

工期としておりますので、その時点で報告書がまとまるとい

うことでございます。その後、報告書をベースに首長会で方

針を決定しまして、然る後に組合議会に報告ということです

ので、報告書の概要といいますか、そういったものは当然ご

報告させていただく予定であります。 
各市の広報２月号並びに組合ホームページで調査対象地

区について公表したということでございますが、その反響と

いうことなんですけれども、２月１３日現在ですね、東総地

区広域市町村圏事務組合へ直接お話に来られた方が２件、電

話での問い合わせが４件でございます。旭市、匝瑳市への問

い合わせがそれぞれ１件ずつ、銚子市への問い合わせはない

というふうに伺っております。主な問い合わせ内容なんです

けれども、調査対象６地区の選定の経緯でありますとか、今

後の候補地決定、あるいは施設稼動の時期、調査対象地の詳

細な位置関係等でございました。現在、大きな反響もなくて

ですね、うちの方の組合では、「調査対象箇所につきまして、

候補地決定の前段階として、千葉県の立地基準等に照らし、

建設可能かどうかの詳細な調査を実施しています。」とお答

えしているところでございます。今後とも用地選定の進捗状

況につきましては、各市の広報やホームページ等活用しまし

て、積極的に情報開示を行っていきたいと考えております。 
以上でございます。 
 
苅谷進一君。 
 
それでは、調査の内容につきましては、粛々と進めていた

だいているという解釈をさせていただきたいと思います。ま

た、その内容については、首長会議を経た後に我々組合議員

にも開示していただいて、一同理解する場をいただけると解

釈をさせていただきます。 
また、６か所については今のところ、そういう反発、怪奇

な問い合わせ等はないと私どもは見受けましたが、それでよ

かったでしょうか。今後我々各市ございますが、匝瑳市の場

合、老朽化が今後進んでましてですね、来年度も１億以上の

補修の予算をかけていかないとしょうがないという状況で

ございますので、各市状況はあると思いますが、粛々と進め

ていただきたいと思っております。よろしくお願いします。 
 
ほかに質疑はありませんか。 
５番 神子功君。 
 
それでは、ご質疑申し上げます。 
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順を追って、ご質疑申し上げますが、ちょっと件数が多い

ものですから、議事を運営していただいて、議案ごとに質疑

させていただいてよろしいでしょうか。例えば、２号ですと

３件とか４件とかありますので、各議案ごとに質疑させてい

ただいて、細かくやりますので、よろしいでしょうか。 
 
はい。 
 
まず、議案第２号の一般会計予算について、ご質疑申し上

げます。 
ページは、１３ページでございます。委託料の関係ですが、

平成２０年度の当初につきましても説明欄にはですね、それ

ぞれ金額が記載されておりますけれども、この委託料に関し

ては、どのぐらい予定をしているかという、委託料の金額が

出ておりません。全体的にはですね、平成２０年度の当初予

算と比べますと、約４０万円ぐらい減っているわけです。そ

ういった意味で、各委託料の金額的なものについて、お示し

をいただきたい。ただ、組合ホームページの保守・更新につ

きましては、２０年度については６３万円ということでした

が、先ほどの説明ですと２８万４千円ということは伺ってお

りますので、委託料についてお伺いしたいというのが一つな

んですが、この中で業務委託料というものがございます。こ

れは、新たに委託料として、昨年はなかったと思いますが、

これはどういった業務を委託するのかどうか、お伺いをいた

したいと思います。これが一つですね。 
それからですね、１３ページから１４ページ、１４節 使

用料及び賃借料並びに１８節の備品購入費の中で、１４節に

ついては、パソコンの借上料ということで１０万３千円、こ

れは昨年の当初と同額計上です。それから、新たにですね、

備品購入費として、パソコンが２２万円で購入するようにな

っております。これについては、今現在パソコンが、何台あ

って、不足だからおそらく購入されると思うんですけれど

も、このパソコンの借上料との関係については、どのような

判断をすればよろしいのかどうか。この辺をお伺いしたいと

思います。 
さらに電話機の使用料、また後段の別の議案で出てきます

けれども、電話機の使用料がですね、１万３千円ということ

ですけれども、これはどういうことなんでしょうか。平成 

２０年度では、１３万円の当初予算が組まれていますけど、

これがひと桁に、１万３千円になっているということでござ

いますので、簡単で結構ですから、ご説明いただきたいと思

います。 
それから、１４ページの１９節 負担金、補助及び交付金

の一番下の欄にですね、十日市場テレビ共同視聴会負担金が
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事務局長 青栁秀明君 

 

２千円ということで計上されておりますが、これは額が小さ

いんですけれども、新たに出てきたと判断しておりますが、

これはどういうことなんでしょうか。ご説明をいただきたい

と思います。 
以上です。 
 
神子功君の質疑の途中でありますが、この際、１０分間休

憩いたします。 
 
（休憩） 
 
再開いたします。 
休憩前に引き続き、神子功君の質疑に対する当局の答弁を

求めます。 
事務局長。 
 
１３ページ、１３節 委託料１１８万３千円の内訳という

ことでございますけれども、先ほど申し上げましたホームペ

ージ保守・更新委託料につきましては、正確に言いますと、

２８万３千５００円。それぞれ円単位まで残して、最後で調

整しているんで。胸部Ｘ線間接撮影委託料につきましては 

３万１千８８８円。 
 
（「千円単位でいいですよ」との声あり） 
 
全部トータルして千円単位にまとめているんで。 
浄化槽維持管理委託料につきましては、すみません、円単

位までで、４万９千１４０円でございます。浄化槽清掃委託

料につきましては、７万円。庁舎警備委託料につきましては、

５２万２千９００円。庁舎清掃委託料につきましては、７万

５千円。自家用電気工作物保安管理業務委託料につきまして

は、１１万８千５０３円。高圧受電設備清掃業務委託料が 

３万１千５００円。それをトータルしまして、千円単位でま

とめますと１１８万３千円ということになります。 
 
（「業務委託料は」との声あり） 
 
組合ホームページ保守・更新業務委託料ということで、改

行しているだけです。 
 
（「わかりました」との声あり） 
 
パソコンの関係なんですけれども、現在うちの方につきま

しては、全部で９台ございます。パソコンの借上料というこ
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とで計上しておりますのは、以前うちの方で一般廃棄物処理

事業特別会計という形で持つ前には、ごみ協という形で任意

団体ということで、団体を持っていました。その関係で、引

き続いて借上料につきましては、リースしてもらってますの

で、それをパソコン借上料ということで、計上させていただ

きました。１８節の備品購入費につきましては、これまで 

リースであったものを１台購入させていただくというよう

なところでございます。 
電話機使用料１万３千円というなんですけれども、これに

つきましては、当初リースということだったんですけれど

も、リースアップによりまして、借上料が１０分の１程度に

なったということで、これだけの単価になったということで

ございます。 
１９節の十日市場テレビ共同視聴会負担金ということに

つきましては、千葉県東総文化会館建設当時ですね、近隣が

電波障害とかでですね、受像が良くないということで、共同

視聴アンテナを設けました。その組織にですね、うちの組合

も入っているということでですね。当初この負担金を納めて

いたんですけれども、数年前から負担金請求がなかったとい

うことで、予算計上はしてなかったんですけれども、負担し

てくださいということで、お話がありましたので、こういっ

た形で予算計上させていただいたわけでございます。 
 
神子功君。 
 
後段にパソコンについては出てくるんですが、トータルし

てお伺いします。パソコンについては、普通一人一台でオッ

ケーなんですよね。後段もパソコンが出てくるんですけれど

も、片一方が２０万７千円、片一方が２２万円ということで

すが、この差というのがどうなんでしょうか。後段の関係も

ありますので、それをお答えいただきたい。 
後は、内容がわかりました。それだけ、第２号について。 
 
事務局長。 
 
パソコンの購入予算の違いについてなんですけれども、パ

ソコンは機能というか、容量とかですね、入っているソフト

によってかなり値段が違ってきます。うちの方、研修事業を

もっておりますので、講師が使いますパワーポイント、プレ

ゼンテーション用ソフトを事前に入れてもらって購入する

と、その分だけ金額が上乗せになるということですので、そ

ういった形で購入金額に差が出てくるということでござい

ます。 
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神子功君。 
 
パソコンについては、これから購入するという予定、現在

の状況の中で、パソコンの購入というのは、合理化といいま

すかね、人が限られていますから、パソコンの購入というも

のが今後もあるのかどうか、それで一旦終わりにしたいと思

います。 
 
事務局長。 
 
今後も購入することがあるのかということなんですけれ

ども、基本的にパソコンについては、リース契約で使わさせ

ていただいているということがありますので、リースの契約

期限が切れた時点で、順次ですね、購入という形で追加して

いくという考えがございます。 
 
神子功君。 
 
細かいことは、お伺いしません。 
それでは、次３号に移ります。 
３４ページ、歳出なんですが、ふるさと市町村圏の関係で

すけれども、２目のですね、ふるさと振興費の関係でご説明

をいただきましたが、本年度の予算については、８節の報償

費、これが職員共同研修講師の謝礼等ということで、ご説明

をいただきましたが、これについては若干昨年度に比べて 

２４万７千円ほど予算が高くなっておりますので、通常と変

わった予算組みをされているのかどうか、要は内容的に変化

があるものかどうかということが一つ。 
それから、先ほどもご質疑がありましたが、９節 旅費の

関係ですけれども、事務局長の方では通常よりも４万円程度

増額してあるということですけれども、昨年の当初から比べ

ると２５７万８千円増加をしているわけです。これについて

は、人数が増えている、増えていないということではなくて、

ただ単純に昨年の予算にプラス一人あたま４万円を計上し

たというそういったお考えでいいのか。また、方面が違うも

のなのか、変化があるのかどうか、この辺について、お伺い

をしたいと思います。これが二点目ですね。 
それから三点目ですが、１３節 委託料の関係で、職員共

同研修委託料というものがありますけれども、これについて

も４０万ちょっと昨年当初から比べると予算が増額となっ

ております。これについては、共同研修について、変化があ

るものかどうか。これについては、確認をしたいと思います。 
それから、先ほども質疑がありましたが、１９節の負担金、

補助及び交付金、昨年これは５９万２千円で予算計上してあ



 27 

 

 

 

 

 

 

 

議長 石毛健治君 

 

事務局長 青栁秀明君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りましたけれども、これに４２万６千円足しますと、１０１

万８千円になるということですけれども、残金の関係という

こともありましたけれども、これについては今後増額になる

ような予算組みはされるのかどうか。要は通常は、１０１万

ぐらいの予算で推移していくものなのかどうか、この辺のと

ころを確認したいと思います。 
 
事務局長。 
 
まず、ふるさと振興費８節 報償費の関係の増の要因とい

うことでございますけれども、これにつきましては階層別研

修、例えば新任研修とか、初級職員研修以外にですね、危機

管理研修とかというものを平成２１年度は設けました。それ

がまず一つ。ＪＳＴ基本研修というのが平成２０年度まで一

回実施することになっておりましたけれども、これが二回実

施するということで、そのために経費増となったということ

でございます。 
９節の旅費についてなんですけれども、生徒一人当たりの

単価４万円増となったということがあります。それ以外にこ

れまでは、盛り込んでなかったんですけれども、事前研修と

いうことで、学校の先生方、六回か七回、その程度ですね、

ここに集まっていただきまして、生徒とともに英会話の勉強

とかそういった事前研修等をさせてもらっていますので、研

修に係る事前の研修旅費等も新たに加えまして、旅費が増額

になったということでございます。 
続きまして、１３節 委託料のところの増の要因というこ

とでございますけれども、この中でもですね、平成２１年度

につきましては、キャリアデザインを自覚するということ

で、女性職員に対する研修を一日新たに新規の科目として設

けるということやですね、コーチング研修、先ほど一回から

二回ということで説明したんですけれども、その１３節の委

託料で支払う分もありますので、コーチングの回数の増と女

性職員研修が増となったということで、予算額が増えたとい

うことでございます。 
山武・東総地域広域幹線道路網整備促進期成同盟会への負

担金ということで、今後増になるかということでございます

けれども、これにつきましては、国道沿いにですね、銚子連

絡道路の関係で大きな看板といいますか、立て看板がありま

す。それをですね、当初、銚子有料道路の入り口といいます

か、たむら病院のところにですね、立てる予定がありました

関係で、期成同盟会の予算っていうものが増えたという要因

があるんですけれども、今そこの周辺がですね、道路工事の

関係で使えないということがありまして、その分期成同盟会

の予算全体が小さくなっているということでございますの
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で、また看板敷設ということになればですね、事業費が増え

ますので、その分負担金が増えることになろうかと思いま

す。 
以上でございます。 
 
神子功君。 
 
ふるさと振興費の方につきましては、こういう解釈でよろ

しいでしょうか。 
旅費については、事前の研修に必要なものについて新たに

導入したということで、新規ですよね。それから職員共同研

修費については、これまでも議論させてもらいましたけれど

も、各自治体からこういったものをやってほしいという、そ

ういった要望がここに入っているということが前進をした

という、この位置付けがですね、東広の位置付けがさらにい

い形になっていると判断でよろしいのかどうかということ。

それから、負担金、補助及び交付金なんですが、今事務局長

が言われているのは、設置をしたから云々じゃなくて、普通

ですね、去年は５９万２千円ということできました。これが、

例えば、会場が旭とかというようになると、これが予算がで

すね、上乗せされるかどうかという考え方もあるし、通常は

２１年度に当初予算を組んだ１０１万円ぐらいで通常の事

業はこれでいけるんですかという、そういった質問ですの

で、誤解のないように。大きな意味で、申し上げましたので。

それについて、よろしいかどうか、二点お願いします。 
 
事務局長。 
 
まず、負担金の関係でございます。１０１万８千円で、こ

れ以上の負担額が求められるかということになりますと、平

成２１年度につきましては、会場が例えば、今度は銚子で開

催させていただくんですけれども、そういったことによって

特にですね事業費といいますか、負担金の額が変わるという

ことはございません。 
研修の関係で、市町村等の構成市のご意見を聞きながら、

研修を進めていくというご質問なんですけれども、正にこの

平成２１年度、考えております、危機管理研修でありますと

か、女性職員研修につきましては、市町村の研修担当課の方

からこういった内容で研修を組んでくださいというご要望

がありましたので、それを踏まえて、科目に入れて予算付け

したところでございます。 
以上でございます。 
 
神子功君。 
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それでは、第４号に移らせていただきます。 
一般廃棄物処理事業特別会計の関係です。ページで申し上

げますと、４９ページ。パソコンにつきましては、伺ってお

りますので、これについては、割愛させていただいて。４９

ページ、２目の施設建設費の関係で、説明をいただきました

けれども、うち１節の報酬、１０人の委員が六回程度の委員

会を設けるということだと思いますが、それでは、この委員

という方については、識者というお話をいただきましたが、

どういう選考でですね、どういう方々が委員にあたられるの

かどうか、内容的にもう少し詳しくご説明をしていただきた

いと思います。また、六回ということですけれども、主な委

員会の内容というのは、それぞれ違うと思いますけれども、

主にどういった内容になるのかどうか。これが一点目です。 
それから、１３節 委託料ですが、それぞれ委託料が掲載

されておりますけれども、委託料の予定の金額ですね、これ

をお示しをいただきたいと思います。さらに一般廃棄物ごみ

処理基本構想というものは、見直しを図るということですけ

れども、どういったことになるのかどうか。この業務委託に

ついては、どういう内容を業務委託するのかどうか。同様に

循環型社会形成推進地域計画見直しについても、同様にお願

いをしたいと思います。意見交換等の支援業務委託料、これ

については業者に委託するというお話をいただきましたけ

れども、意見交換会というのは、どういう規模で行うのかど

うか。それぞれ今６か所の候補地がありますけれども、その

地域に方々にどういう規模でどういう内容で、やるようなお

考えなのかどうか。その辺をお示しをいただきたいと思いま

す。 
１４節の使用料及び賃借料につきましては、自動車の借上

料とありますけれども、先ほども議論されましたが、これに

ついては何回程度、借り上げるのかどうか。その辺の確認を

したいと思います。 
以上です。 
 
事務局長。 
 
お答えさせていただきます。 
まず、機種選定委員会の委員報酬に係る機種選定委員会と

いうことなんですけれども、まだ人員構成とかですね、活動

内容等の詳細は未定で、今後構成各市の担当課と協議を重ね

ていきたいと思います。業務内容としましては、新たな一般

廃棄物処理施設に求められる高次元の安全性や徹底した公

害防止機能、周辺環境にふさわしい焼却処理方式、その他必

要な機能について、調査検討する目的で設置する第三者委員
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会ということでございます。 
続きまして、１３節 委託料のそれぞれの金額ということ

なんですけれども、委託料についてでですね、なぜ記載がな

いのかというご質問があったんですけれども、実際に予算が

出まして、予算書が一人歩きしてしまうと委託契約のときに

ですね、予定価格とかっていう、作成するときに事前にこれ

が業者の方に漏れてですね、委託料の予算はいくらなんだな

ということで、公になってしまうと不都合かなと思いました

ので、委託料については記載を控えさせていただきました。 
まず一般廃棄物ごみ処理基本構想の見直し業務委託料と

しましては４１４万８千円、循環型社会形成推進地域計画見

直し業務委託として１３１万３千円、意見交換会等支援業務

委託として２３３万１千円ということでございます。この意

見交換会を実施した場合の規模ということのご質問なんで

すけれども、現在委託調査を行っておりまして、６地区調査

を行っているんですけれども、その結果によってですね、全

部の各地区について住民説明会をやるというようなことで

結論がまとまって、意見交換会の結果をもって場所を決めよ

うと、そういった方法もあるでしょうし、あるいは上位三つ

から意見交換会をやるという方法もあるでしょうし、調査報

告書の中で最上位のところについて意見交換会をやるとい

うことも当然考えられますので、今の段階で予算的には積算

したんですけれども、何回くらいやるかっていうのは、調査

報告書がまとまってみないとはっきりしたことはいえませ

ん。 
続きまして、一般廃棄物ごみ処理基本計画とかの見直しと

いうことなんですけれども、今持っている一般廃棄物ごみ処

理基本計画っていうのは、広域ごみ処理施設の供用開始を平

成２４年度中に設定してありました。これまでのですね、施

設整備の遅れが原因でですね、その計画中使用している数値

等がですね、最新のものでなくなっていることもございま

す。また、一般廃棄物の減量化の目標ということも、５パー

セントの減量化ということでやっております。そういった使

っている実績値でありますとか、ごみの減量化率、こういっ

たものを再度見直して、計画を見直すということで、業務委

託するという内容でございます。 
循環型社会形成推進地域計画というのも、環境省の方にこ

ういった計画を出して、交付金を受給するための前提であり

まして、そのために今持っている地域計画といいますか、ま

だ案の段階だったんですけれども、これについて最新の数値

をもって見直して交付金申請に堪えられるものにすると、そ

ういった内容でございます。 
１４節 使用料及び賃借料の住民見学会、あと機種選定委

員会の視察なんですけれども、住民見学会につきましては、
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バス１０台分ということで見込んで、まだ何回やるかってい

うのは、積算の基礎には入れておりません。機種選定委員会

の委員視察につきましては、三回ということで考えておりま

す。 
以上でございます。 
 
神子功君。 
 
どうもありがとうございました。 
１３節 委託料の関係なんですが、今までの計画について

は新たに計画を立てなくちゃいけないという状況ですけれ

ども、専門的にですね、業者に頼んでできるものと、頼まな

ければできないものと、需要と供給のレベルでできるものっ

ていうものがあると思うんですよね。というのは、ごみの減

量化をどうするかということについては、業者ではわからな

いし、事務局の方から方向性を示さないとできないわけです

よね。ということは、今現在例えば、人口がどのように推移

しているかっていうことは、見直しを図る状況ですから、今

後の動きによっては、全体的な項目の中の事務局レベルでで

きるものと、調査をすればできるものと、業者にまとまった

分をさらにお願いするものがありますから、そういった意味

では予算のですね、配分についても削減できるところは削減

し、必要なものは付けていくというようなそういったことを

考えると、この委託料については、それぞれ項目三つありま

すけれども、一番下は意見交換ですから、必要に応じてもっ

と増える可能性がありますよね。そういったことで、当初予

算組みした段階で、増減ということについては、どのように

お考えになっているのかどうか、これについてお伺いしたい

と思います。 
 
事務局長。 
 
１３節 委託料のそれぞれの業務の計画見直し等の委託

料の増減があるのかということですけれども、神子議員おっ

しゃられたように、市町村の中でしかできないこと、例えば

減量化の目標率を現在の５パーセントに設定してあるけれ

ども、各市ごみの分別とかですね、買い物袋の有料化とかそ

ういった手段を講じてですね、ごみの減量化を図っていけ

ば、１０パーセント減量化、そういった下作業的なものは、

当然事務局と構成各市の方で連携してやっていかなければ

ならない内容だと思います。人口データなんかについてもで

すね、当然入手とかいうものは、事務局でやっていかなけれ

ばならないと思っております。実際に国に対する書類とかで

すね、その基になる基本構想、基本計画というものにつきま
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しては、専門のノウハウを要する委託業者の方に意見交換会

等支援業務と併せてですね、委託しなければならないと思い

ますので、意見交換会支援業務につきまして、その回数を上

げるということで、その可能性はありますけれども、そのほ

か二つの業務の見直しについては、このままでいきたいと考

えております。 
以上でございます。 
 
神子功君。 
 
それでは、最後に議案第５号、補正の関係でお伺いしたい

と思います。 
質疑でもありましたけれども、委託料の関係でですね、今

回の広域ごみ処理住民アンケート調査がやられなかったと

そういったことで、不用額になった部分と、ごみ処理建設可

能区域の図を作成するという、こういったことについても、

不用になっているという、そういったことを差し引きます

と、２９万７千円ということが差し引き当初予算から比べる

とそれだけ委託料を使ったというようになりますけれども、

先ほども出ておりましたけれども、アンケート調査をしなか

ったということについては、当初かなり議論したわけですよ

ね。例えば、新聞折り込みについても、それで足りるのかど

うかっていう議論がありましたし、そういったことからして

ですね、アンケートの必要性ということが頓挫をするわけで

すから、そういった意味ではアンケートについて、管理者の

方からもそれに対して違う方法でまた、有効的にやっていき

たいとお話もありましたけれども、実際問題、アンケートを

やらなかったことについて、反省点とかですね、いうものが

あれば出していただきたいというのが一つと、それから、業

務委託料のアンケートをやらなかった分、そして可能区域図

の作成しなかった分の残りの委託料については、どういった

ことを委託されたのかどうか、この辺を確認させていただき

たいと思います。 
以上です。 
 
事務局長。 
 
まず、ごみ処理施設建設可能地域図作成・比較検討業務に

ついての内容ということで、先ほどの議案の補足説明の繰り

返しになりますけれども、当初考えておりましたのは、県の

立地基準とか、そういった法的規制に照らした上での建設可

能地域図がどこになるのかといったような作成業務、それが

メインでございました。それ以後、全員協議会の席でもお話

したんですけれども、施設を一つ持つ場合と二つ持った場合
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に経費がどれくらい違うかということが問題になりました

ので、併せてですね、複数候補地の比較検討でありますとか、

最終処分場の掘り起こしによる再生事業とかですね、そうい

ったものも委託調査に併せて実施するという内容になって

おります。 
次に住民アンケート調査業務についての執行の見送りと

いうことでですね、反省点ということで質問があるんですけ

れども、客観的な状況を申しますと、銚子市の状況でいいま

すとですね、昨年の８月から９月にかけて炉をですね、調査

しました。市の方でなんですけれども、その中で焼却炉内の

焼却残渣の搬出コンベア内の修理中に一部焼却炉が壊れて

使用不能になってですね、その間修繕が終わるまで、千葉産

業クリーン株式会社にごみ処理を依頼したとかですね、匝瑳

市の方でも炉内にですね、炉内の状態が非常に悪化してまし

て、耐火物等の更新の改修工事が必要となっている状況で、

３市それぞれ修繕費用をみますと、ここ数年の状況を言いま

すと大体平均１億円くらい各年で支出している状況でござ

います。そういった状況にありました関係で、当然広域ごみ

処理住民アンケートも必要なんですけれども、今一刻も早く

その施設用地の選定をしなければいけないという判断の下

にですね、住民アンケート調査については今回、執行見送り

ということにさせていただいたということでございます。 
 
ほかに質疑はありませんか。 
 
（「なし」との声あり） 
 
これをもって質疑を終結いたします。 
お諮りいたします。 
この際、討論を省略し、ただちに採決いたしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」との声多数あり） 
 
ご異議なしと認め、採決いたします。 
議案第１号、東総地区広域市町村圏事務組合職員の勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、原

案のとおり決定することに、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（挙手全員） 
 
挙手、全員であります。 
よって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第２号、平成２１年度東総地区広域市町村圏事
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議長 石毛健治君 

 

 

 

務組合一般会計予算について、原案のとおり決定すること

に、賛成の方の挙手を求めます。 

 
（挙手多数） 

 
挙手、多数であります。 
よって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第３号、平成２１年度東総地区広域市町村圏

事務組合東総地区ふるさと市町村圏事業特別会計予算につ

いて、原案のとおり決定することに、賛成の方の挙手を求め

ます。 

 
（挙手多数） 

 
挙手、多数であります。 
 よって、議案第３号は、原案のとおり可決されました。 
 続いて、議案第４号、平成２１年度東総地区広域市町村圏

事務組合一般廃棄物処理事業特別会計予算について、原案の

とおり決定することに、賛成の方の挙手を求めます。 

 
（挙手多数） 

 
挙手、多数であります。 
よって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第５号、平成２０年度東総地区広域市町村圏

事務組合一般廃棄物処理事業特別会計補正予算第1号につい

て、原案のとおり決定することに、賛成の方の挙手を求めま

す。 

 
（挙手多数） 

 
挙手、多数であります。 
よって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第６号、千葉県市町村総合事務組合を組織す

る地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事務組合

規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について、原

案のとおり決定することに、賛成の方の挙手を求めます。 

 
（挙手全員） 

 
挙手、全員であります。 
よって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 続いて、議案第７号、東総地区広域市町村圏事務組合監査
委員の選任についてを議題といたします。 
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議長 石毛健治君 

 

 地方自治法第１１７条の規定によって、苅谷進一君の退場

を求めます。 

 

（苅谷進一君退場） 

 

 職員により、議案の朗読をいたします。 

 
（書記大久保孝治君、議案朗読） 
 
 管理者より、提案理由の説明を求めます。 

 管理者 伊藤忠良君。 

 

議案第７号、東総地区広域市町村圏事務組合監査委員の選

任についてであります。内容といたしましては、匝瑳市議会

１２月定例会において、新たな組合議員の選挙がございまし

た。同時にこれまでの組合議員の辞職により組合監査委員が

欠員となっているため、新たに組合監査委員の選任につい

て、議会の同意を求めるものであります。私は、匝瑳市選出

の苅谷進一議員が人格識見ともに高く適任であると考え、こ

こに提案いたすものであります。なにとぞご賛同くださいま

すようお願い申し上げます。 

以上です。 

 

お諮りいたします。 

 本案は人事案件でありますので、質疑、討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声多数あり） 
 

 ご異議なしと認めます。  

 議案第７号を採決いたします。 

 本議案を、原案のとおり同意することに賛成の方の挙手を

求めます。 

 

（挙手全員） 
 
挙手、全員であります。 
よって、議案第７号は、原案のとおり同意されました。 

 苅谷進一君の入場を許可します。 

 

（苅谷進一君入場） 

 

日程第９、一般質問を行います。 

 通告の順番により、発言を許します。 
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 ３番 笠原幸子君。 
 

 では、発言通告に従いまして、一般質問を行います。 
 始めにごみ処理建設予定地決定の経緯について。まず一点

目に用地の選定について、調査、決定をどのように決めてい

くかという問題について、質問いたします。広報ちょうしの

２月号、各市で２月号に広域ごみ処理施設の建設用地選定の

ための調査を実施ということで、各市町村で広報に載りまし

た。中でも、調査対象地区が６か所ということで、地名が掲

載されております。このように銚子市の広報にも掲載されて

おりました。東広圏の事務組合の１０月の議会では、非常に

アバウトな場所しか、そして見学会についても大まかな場所

の選定しか知らされておりませんでした。ここから進める事

務についても、ここでの説明についても、大まかな話しか伺

っておりません。用地の選定、調査をするにしても、誰がど

のようにして具体化するのかということもはっきりしてお

りませんでした。用地決定についても、繰り返し旭の遊正地

区が白紙に至った経緯につきましても、同様に細かな調査研

究というものが、決定経過なども説明が組合議員にはされて

おりません。その間に銚子市では、ごみ処理施設の修理など

も重ね、大金が投じられております。そこで、伺ってまいり

ますが、これから先の用地の選定と調査の方法、調査をどこ

に依頼して委託事業の費用はいくらになるのか、どのくらい

の期間をかけて、調査していくのかを伺いたいと思います。

そして、各市独自に小規模対応したごみ処理施設を持った場

合など、比較検討の調査については、どのようにしていくの

かを伺いたいと思います。そして、また、調査内容の公表に

ついて、今後どのように公表していくのかを伺いたいと思い

ます。 
 それと、次に住民合意について、伺ってまいります。当初、

広域でごみ処理を行うと各市長が決めてから、社会情勢がか

なり変化いたしております。３市ともに人口も減少傾向、高

齢化が進み、ごみ量の変化、ごみ質の変化もしております。

環境に配慮したり、各市住民の意識の変化は著しいと思って

おります。場所の選定でも、何年も費やし、処分場ができあ

がるまでに６年から７年かかるという説明です。その間にま

たさらに社会情勢が変化します。問題の先送りの何物でもな

いではないかと考えます。社会情勢の変化とともに、行政事

務についても合併を経て変わっております。銚子市は、合併

いたしませんでしたが、旭市、匝瑳市は、それぞれ合併を経

ております。また、１９年度、計画地の白紙撤回など住民へ

の環境行政、地球温暖化に対する意識も大きく変化しており

ます。このようなときに住民アンケートを実施しなかったと

いうことについて、２１年度についてはどのようになるかと
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いうことは先ほど議案で説明がありましたが、住民アンケー

トというのは非常に今、重要な位置を占めるのではないかと

考えます。全国各地で住民が情報開示を求めたり、市民合意

を求めることに非常に積極的になり、このようなときだから

こそ住民が環境への関心度、知恵を行政が真摯に受け止める

ことが必要ではないかと考えます。 
そこで、今年度のアンケート実施を見合わせたことは誰が

どのように決定したのか。決定権とその経緯を伺いたいと思

います。住民アンケートについては、どのように今後考える

のかを伺います。 
もう一点。当初、予算では住民アンケートを実施すること

になっておったんですけれども、今後の住民の意見、希望、

意識調査などは各市ともにそれぞれ取り組むべきと考えま

すが、各市ごとの取り組みについてはどのように考えるのか

を伺います。 
次に広域ごみ処理施設の問題点について伺います。ごみ処

理施設建設は、各市それぞれ条件が違うと思います。自治体

固有の事業でありますので、人口構成をはじめとする内容、

ごみ量やリサイクル率についてもそれぞれきめ細かく対応

しなければ、ごみは減っていかないと考えます。広域でごみ

処理をしなければならない理由は、何かというところです。

各市の生活環境をより良くしていくのがごみを減らすこと、

そして各市の財政的な問題も含めて、時間の先延ばしのため

の広域行政であってはならないというふうに考えます。私

は、お隣同士の市町村と協同・協力関係、連携をさらに大切

にするという立場から、それぞれの市のごみ処理について

は、その地域で処理を進め、不測の事態には民間に処置を委

ねるのではなく、お互いに協力・協同できる関係を作るもの

でなければならないと考えるところです。各市で処分場を確

保すれば、規模も小さく済み、よりきめ細かな対応もできる

と考えます。ごみのリサイクルや減量率でお互い競い合った

り、工夫や知恵を出し合えば、良いことではないでしょうか。

３市で１か所に大型の処分場を造ることに執着しなくても

よいと考えます。財政的にもお互い厳しい団体です。新たな

ごみ処分場は、３市で２００億円を超える負担がのしかかる

ものです。２１年度処分場の場所が決定しても、建設まで非

常に時間がかかり、現在の処分場を稼動しながら建設すると

なると、再び費用負担が二重にかかります。銚子市のごみ量

が３市で一番多い訳ですけれども、その分負担も多くなりま

す。そもそもごみ処理の責任について、明確でないことから

問題の先延ばしが生じているのではないでしょうか。 
そこで伺います。今年度の見直しと減量対策への対応につ

いては、どのように考えるのかを伺って、一回目の質問を終

わります。 
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伊藤忠良君。 

 
 それでは、笠原議員さんの質問に私の方から考え方のみお

答えをさせていただいて、細かいデータについては、事務局

の方からお答えをさせていただきます。 
 まず、広域でのごみ処理の問題でありますけれども、この

ことは何度も議論をさせていただいておりますけれども、

様々な角度から検討させていただいて、そして広域の方が建

設費が安いということで、ここに３市の合意をもって落ち着

いておるわけであります。そして、非常に長い期間をかけて

その対応を行ってきておるわけでありますけれども、旭市の

遊正地区の問題に関しましては、まだ説明をしない段階から

反対が先に出てしまいまして、この場で実行を叶うのは難し

いと判断をさせていただいて、違う場所の選考に入っておる

わけでございます。当然、人口減等の社会情勢の変化につい

ても、十分検討をさせていただきながら、その対応をさせて

いただきますし、同時に、別に問題の先送りをしておるわけ

で決してございませんで、できるだけ早く進めたいわけであ

りますけれども、こういった形の中でアンケートを取ったり

なんかということになりますと、非常に問題が先延ばしにな

る。そのために早く進めるためには、候補地を絞って、候補

地の周辺の皆さん方へのアンケートあるいは説明、そういっ

た形をとって、迅速にこれを対応したいということで、今の

ような形を取らせていただいておるところでありますので、

ご理解をいただきたいと思います。 
 データについては、これから事務局の方から答えさせてい

ただきますけれども、いろんな角度から検討させてもらっ

て、広域の方がずっと安くできるという形の中で、決定をさ

せていただいております。 
 
 事務局長。 
 
 まず、委託調査の関係についてのご質問にお答えしたいと

思います。契約内容なんですけれども、株式会社日産技術コ

ンサルタント千葉事務所と契約を締結いたしました。契約金

額は、１９７万４千円で、工期につきましては、平成２０年

１２月２７日から平成２１年３月２５日となっております。

具体的な調査内容がわかりづらいということなんで、具体的

な調査内容としましては、県策定によります、廃棄物処理施

設の立地等に関する基準に即しました自然環境及び災害防

止等のため保全を要するとされる場所を明記した地域図の

作成、あるいは、運搬効率や周辺環境等を考慮した建設適地

図の作成、及びこれらを踏まえまして、現在の調査の箇所と
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なっております６地区について、地理条件、環境条件、社会

条件、排水規制、水道水源、あと関係する法令ですね。それ

らを踏まえてですね、施設用地として適正を比較検討した一

覧表の作成ということでございます。それ以外に何度も申し

ておりますとおり、既存処分場の掘り起しによる再生事業で

ありますとか、中間処理施設を複数持つより集約した方が有

利であることをお示しする意味で、両者の比較検討も併せて

行っていきたいと考えております。 
 広域化ではなくて、各市でということなんですけれども、

管理者の方からお話があったように当然施設を集約化した

方が効率的にもできるということでございまして、昨年の９

月２７日にですね、組合議会の全員協議会でご報告申し上げ

たんですけれども、１００トン炉を仮に２施設設けた場合

と、２００トン炉１施設設けてですね、仮に２０年間稼動さ

せた経費と比べますと集約した１施設の方が５４億円安い

とこういう試算を報告させていただきました。そのことか

ら、今後ですね、各市単独で整備するよりも広域でやった方

が経費的に非常に安く済むということがあると思います。 
 今後の調査結果が出てからの今後の事業の流れというこ

となんですけれども、３月２５日が契約工期となっておりま

すので、その報告書がまとまり次第、首長会の方で早急に方

針を決定しまして、組合議会に対する報告というものを予定

しております。当然、その後ですね、地域住民とか地権者を

対象に意見交換会とかを実施しまして、先進地の視察等も行

いまして、安全安心な施設であるというご理解をいただきな

がら、事業を進めていきたいと考えております。 
 住民合意がアンケートを取らないことによって十分把握

できてないんじゃないかということなんですけれども、これ

までの広域ごみ処理事業の経緯等をみてみますと、スタート

したのが平成１１年度に当時３市６町で広域ごみ処理に関

して、東総地域ごみ処理広域化推進協議会なるものを設立し

て、事業を進めてまいりました。平成１８年１１月にですね、

構成各市の議決を経まして、これまでごみ協だったものが、

東総地区広域市町村圏事務組合の規約改正を行いまして、正

式に一般廃棄物処理施設の建設がですね、うちの事業に位置

付けられて今日に至っておるところでございます。今年度で

すね、広報２月号、あるいは、組合ホームページで用地の調

査対象６地区を公表しているんですけれども、広域化につい

ていかがなものかという問い合わせということはありませ

んで、反対意見はありませんでした。用地選定の経緯とか、

詳しい場所について、できれば聞かせてほしいということは

ありましたけれども、広域化についての反対意見はございま

せんでした。そういった経緯からですね、うちの組合としま

しては、広域ごみ処理事業についてのですね、概ね住民のご
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理解は得られたものというふうに考えております。今後もで

すね、いろんな媒体を使いまして、業務内容とか、進捗状況

とかですね、逐一住民の方々にお知らせしていきたいと思い

ます。 
 ごみの減量化対策ということでですね、これから基本計画

とか、そういったものを見直していく中で、ごみの減量化、

これまでは５パーセントという設定だったんですけれども、

それを見直しする上でですね、各市の方でもごみの減量化に

取り組んでもらわなければしょうがないということがあり

ますので、それらの具体的な内容については、各市の方と協

議を進めていきたいと考えております。 
 以上でございます。 
 
 笠原幸子君。 
 
 情報開示と住民参加と住民合意っていうのは、非常に大事

なことだと思うんですけれども、広域になりますとなればな

るほど、なかなかわからないところがありまして、この広報

を見ただけでも、場所についてもわかりづらいし。これでう

まくというか、知らせたということで済むんでしょうか。市

民住民は、どちらかというと非常に身近な問題で反応するん

ですね。ですから、この用地選定に決まりましたよと現実に

ならないと反応がなくて、例えば、ごみ袋の値段がこういう

ふうになるよとなると非常に主婦などは反応するわけです。

どこの地域に行っても、今３市ともごみ袋の値段が全然違い

ますから。これから広域になって、ごみ袋の値段などもどん

なふうに考えているのかですね。統一して考えるのか、それ

ともごみ袋一つにとっても、形態も、袋もみんな契約してい

るところも違ってきてますので。その辺も含めたところで、

どんどん統一していって足並み歩調を決めていくのか、それ

とも、この新しい施設ができてからやっていくのか。まずそ

の点、一点とこれから先を含めて、繰り返しですね、住民参

加と情報開示は進めていっていただきたいと思うんですけ

れども、その点の考え方はどんなふうに考えているのかを伺

いたいと思います。 
 広域の方が処理費が非常に安いということでありますけ

れども、それは機種によってかなり変わると思うんですよ

ね。大型溶融炉にするのか、ストーカ炉にするのか、また別

の機種が違うことによってコストも全く変わってくると思

うし、維持費も全く変わってくると思うんですけれども。そ

こまで含めて、見直しっていうふうになっているのか、選定

機種まで含めて見直すのか、その辺についても伺いたいと思

います。 
 先ほどごみの減量化についても、５パーセントよりもっと
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ごみを減量するということでしたけれども、その対応につい

ては各市に任せるということですが、できれば減量計画につ

いても処理についても、例えば競い合えるような減量化に向

けての工夫などがこれから進められるように具体的なとこ

ろで協力し合えるものであればですね、お願いしたいという

ふうに思うんですけれども。減量化計画など一緒に足並み揃

えられるものなどは、どんなふうに考えているのか伺いたい

と思います。 
 それとですね、昨年の１２月の匝瑳の市議会において、大

木傳一郎議員がごみ処理のことを質問したというふうに私

は、聞いたんですけれども。伺っただけの話なんで、確認し

たいと思うんですけれども、匝瑳市の処分場、調査対象にな

っているここでは東小笹地区ですか、この地名も含まれてい

るようなんですけれども、匝瑳の議会では、私も匝瑳の土地

勘がありませんので、確認したいんですけれども、共興とい

う地名を市長が出されたということですけれども、この小笹

地区には、共興という地区も含まれているんでしょうか。伺

いたいと思います。 
 そして、江波戸市長さんが大きな処分場を造る必要はない

んじゃないかというふうに事務局にお話されているという、

答弁されたと伺っているんですけれども、事務局にもその点

をお願いしているというふうに答弁したと聞いているんで

すけれども、そのいきさつやどのようにこの規模の縮小など

についても事務局では再検討しましょうというお話をした

というふうに。まだ議事録できておりませんので、伝わって

きたお話なんですけれども、その辺について確認したいと思

います。 
 
 伊藤忠良君。 
 
 住民への情報開示、これはその折々にしていきたいと思い

ます。 
住民同意の問題でありますけれども、現状ではまだ焼却場

の建設場所も決まっておりませんし、機種の選定もできてお

りません。そういったものを進めながら、住民の同意をいた

だけるようにしたいと思っております。何にも決まらないう

ちに全体的にアンケートを投げても、詳しいアンケートが取

れないだろうとそのように思います。もっと絞り込んでから

していきたい。どうしてそうだと言いますと、先ほどから申

し上げておりますように非常に３市の炉が痛みが激しい。そ

ういった状況の中で、何も絞り込まれないうちにアンケート

を取っても、また住民の皆さん方に同意を取ろうとしても非

常に難しいだろうと、そのように思いますので、もう少し絞

り込んだ後に同意をいただけるようにしていきたいと思い
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ます。 
それから、ごみの減量化でありますけれども、３市の環境

課の方で相談をしてくれているだろうと思います。私どもの

市でもできるだけ買い物袋を自分のマイバッグを持ったり

ということで、市としてもごみの減量ができるようにという

ことで、市民にもお願いをいたしていただいております。 
ごみ袋の値段等の問題につきましても、３市で相談をすれ

ば、簡単に解決ができる問題ですし、当然入札等の形ででき

るだけ安い方法が講じていけると思いますし、ごみの焼却場

のあり方によっては、その経費が安くなれば、そちらにも反

映をすることができるだろうと思いますので、できるだけ住

民への負担が軽く済むようにというのが、いわゆる広域でご

みを処理する一番の要因でありますので、ご理解をいただき

たいと思います。 
 
 それでは、笠原議員さんのご質問にお答えをさせていただ

きます。 
 実は、私は議会でもって、大木傳一郎議員さんからその質

問を受けました。そのときに私は、あくまでもこの施設は３

市の共同で進めている施設であると、議会でもって決定をし

ております。それだけに私がここでもって、修正するとか、

そういうことはできませんということを申し上げました。し

かしながら、私としてみれば、今少し小さくしてもいいんじ

ゃないかという考えがございますと、また申し上げさせてい

ただいたところでございます。 
 それと、共興地区の西小笹と東小笹というところは、字名

でございますので。昔の共興村というのが合併して。そして、

八日市場市になって、その共興地区の東小笹ということに位

置が決定に、そういうことです。 
 
 事務局長。 
 
 まず、ごみ袋の関係でございます。ごみ処理手数料の関係

でございます。先ほどから申し上げているとおり、広域化に

よりましてごみ処理経費がですね、単独で施設整備するより

行った方が経済的であることは明らかですので、その分各市

の財政負担の軽減ということになろうかと思います。当然、

それにつきましては、市民の方々にご負担いただくごみ処理

手数料、つまりごみ袋のお金ですよね。について、そういっ

たものを反映させて、利用者の負担の軽減に転嫁できるよう

効率的に配慮しながら構成３市とごみ処理手数料の値段に

ついて協議を進めていきたいと考えております。現時点で、

３市それぞれごみ処理手数料の値段も違いますし、広域でや

ってどれくらい経費が軽減されるかということも明らかに
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なっておりませんので、まだそれについての協議は行ってお

りませんけれども、そういったことは構成３市の方で軽減分

を利用者負担に還元したいという形で協議したいと考えて

おります。 
 処理方式が、広域でやると高くなるというお話でしたけれ

ども、まだ処理方式についていろんなストーカ炉プラス灰溶

融とかシャフト炉方式とか流動床式とかいろんな方式があ

るんですけれども、それについてはですね、議案の中でもご

説明しました機種選定委員会の方でですね、当然そういった

維持管理費とかですね、そういったものを考慮してどういっ

た機種を選ぶかを検討していくことになろうか考えており

ます。 
場所がわかりづらかったというようなご指摘でございま

すけれども、事務局の方でですね、考慮しましたのは現時点

で１か所とかそういった、絞り込んでいない段階でこの地区

の場所なんだということで公表しますと、当然そこには周辺

住民の方とか、地権者の方等もおりましてですね、あらぬ誤

解や反発も考えられるということがありましたので、今回は

○○地区というような形の表記にさせていただいたもので

ございます。 
あと付け加えますと、ニュースを見ますと金沢市の方で、

３４０トンのごみ処理施設についての契約といいますか、そ

ういったものがされまして、そのときには３４０トンで金額

が１２２億５千万で落札したということがございますので、

うちの方が１６０億とか２１０億と言っているものが、それ

を算定した時点で大体トン当たりの建設費でこれくらいか

かるだろうというようなことの単価をもってですね、それに

施設処理能力２１０トンをかけて算出したものでございま

すので、昨今のこういった３４０トンで１２２億５千万円と

いうような金額を考えますと、かかる全体経費についてもで

すね、当然変動が予想されるということで、それはご承知し

ておいていただきたいと思います。 
 
 笠原幸子君。 
 
 いずれにいたしましても、金沢でそういう安いというか、

年々入札制度の改善などで、金額が下がっているということ

は伺っているところです。それと機種の変更などで併せて減

量を進めるということで、かなり処理場については、変わっ

てくるんじゃないかなと思います。あとは、環境への配慮が

どこでどういうふうにできるかということであると思いま

す。ただですね、広域でやれば、やっただけ遠い距離、運搬

費やら、あと周辺住民へのかかる迷惑な部分、騒音や交通量

の増加っていうことも考えられると思いますので、その辺も
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なるべくなら早めというか、公表が議員が一番最初になるん

でしょうけれども、なるべく知らせていただきたいと思うん

ですね、細かく。どんなふうになるのかということも含めて

ですね、情報開示を。今常識になっていますので、十分な情

報開示なり説明責任というものが持っていただきたいとい

うふうに思います。 
 それとですね、ごみ袋についてはですね、これから検討段

階になると思うんですけれども、全く３市とも条件が違うん

ですね、大きさも違うし、値段も違うし。ですから、なるべ

くなら負担がないように、あと、使い勝手のいいようなとこ

ろで市民からの声って言うものを具体的になればなるほど、

聞いていただきたいなというふうに思います。 
それとですね、これからいくつか見直すということですけ

れども、１１年前に考えた２００トンクラスの処理をするの

で、大体２１０億円くらいから２２０億円くらいということ

を私たちはレクチャーされているんですけれども、そこから

もっと変わっていくという理解でよろしいのかどうかをお

聞きしたいと思います。 
それとですね、その時期によって住民アンケートは、進め

るべきだと思いますので、なるべく直接声が聞けるような形

での新聞折り込みよりも、広報など回覧で回るような各地域

に集中でもいいから住民アンケートは是非取っていただき

たいと思いますけれども、その辺は今後、住民アンケートも

含めて取っていくのかどうかも確認いたします。 
それとですね、広域の議員の選定について、毎回行き会う

たびに違う方と行き会うんですけれども、もう少し議員の選

定期間というか、任命期間というんですか、その辺について

は、任期っていうのは、どこでどんなふうに決めているのか

お伺いしたいんですけれども。 
 
（「通告にないですよ」との声あり） 

 
 あと、進捗状況についても、なかなかごみの処理について、

進捗状況がわかりづらいし、地元に戻ってからもなかなか意

思の疎通が図りにくいという点もありますので、その辺も議

員選定についても、一点伺いたいと思います。 
 
 伊藤忠良君。 

 

経費等に関しましても、これは時事刻々と変わっていくの

は当たり前のことですし、３市にとってもできるだけ経費を

安く、そして市民の負担が軽いように仕向けていく、考えて

いくというのは、ごく当たり前のことですから、その変化に

伴ってきちんと対応をしていきたい、そのように思います。
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今の段階では、まだ、機種も決まらなければ、建設場所も決

まらないということでありますので、そういったものが決ま

り次第、どんどん情報開示を行っていきたい、そのように思

います。 
それから、アンケートでありますけれども、これも建設場

所が決まりましたら、その周囲の住民に一ついろいろな声を

聞いたり、合意をしたりしなければなりませんので、そうい

った形で進めさせていただきたい、そのように思います。 
それから議員の任期に関しましては、議員さん方の間での

問題でございますから、こういった大事な問題を抱えている

ときには、少し今のような１年や２年の任期で交代するとい

う形でなく、長く対応ができるようにしようということで皆

さん方で相談をいただければ、変えることは十分可能であろ

う、そのように思いますので、よろしくお願いをいたしたい

と思います。できるだけ市民の皆さん方に負担の軽い、しか

も安心できる機種の選定をして、しっかりと対応していきた

い、そのように思いますので、よろしくお願いをいたしたい

と思います。 
同時にお願いをいたしたいと思いますのは、３市で広域で

取り組もうということでやっておる問題でございますから、

その辺は是非、ご協力、ご理解をお願いしたいと思います。 
また、ごみの遠距離からの搬入等の問題に関しましては、

大型車を使ったりという形で、十分その辺の対策は取れるだ

ろう、そのように思いますので、その辺のごみの運搬等に関

しましても、十分できるだけ安い運賃で運べるように検討を

させていただきたい、そのように思います。 
以上です。 
 
以上で、笠原幸子君の一般質問を打ち切ります。 
本日の議事日程は、これですべて終了いたしました。これ

にて、平成２１年３月東総地区広域市町村圏事務組合議会定

例会を閉会いたします。 
本日は、ご苦労様でございました。 
 
午後４時４０分閉会 
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